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第151回秋期大会　2026年11月13日（金）～15日（日）　水戸市民会館（ハイブリッド開催）
主　　催　一般社団法人軽金属学会
後　　援　公益財団法人東洋アルミ軽金属みらい財団（旧　軽金属奨学会）
特別協力　一般社団法人水戸観光コンベンション協会（予定）
協　　賛　 一般社団法人日本アルミニウム協会，一般社団法人日本マグネシウム協会，一般社団法人日本チタン協会， 

一般社団法人日本塑性加工学会，公益社団法人日本鋳造工学会，一般社団法人軽金属溶接協会，公益社団法人日本金属学会，  
一般社団法人日本鉄鋼協会，公益社団法人日本材料学会，一般社団法人日本機械学会，一般社団法人日本ダイカスト協会，
一般社団法人軽金属製品協会，公益社団法人自動車技術会，公益社団法人日本顕微鏡学会，一般社団法人溶接学会，  
一般社団法人粉体粉末冶金協会，一般社団法人資源・素材学会，日本バイオマテリアル学会，日本熱物性学会， 
一般社団法人日本航空宇宙学会，日本チタン学会

交　　通　JR水戸駅から徒歩約20分　路線バス利用の場合：北口4～7番のりばから約5分，「泉町一丁目」下車徒歩1分

13日（金）水戸市民会館（Zoom会場併設）
　表彰式　軽金属論文賞・軽金属論文新人賞・小山田記念賞・高橋記念賞・軽金属躍進賞・軽金属奨励賞・軽金属女性未来賞
　小山田記念賞受賞講演
　市民フォーラム「 マヤ文明研究の最前線」茨城大学　人文学部　教授　青山 和夫 氏
レセプション・表彰式招待者歓迎会（水戸市民会館）

14日（土），15日（日）水戸市民会館（Zoom会場併設（ポスターセッション除く））
　研究発表講演会
テーマセッション1 「6000 系アルミニウム合金の相変態挙動と材料特性 II」
テーマセッション2 「水素の評価と力学特性」
テーマセッション3 「7000系アルミニウム合金の時効析出と諸特性（4）」
ポスターセッション　14日（土）（対面のみ）
東洋アルミ軽金属みらい財団「特別奨学生セッション」

　軽金属躍進賞・軽金属奨励賞・軽金属女性未来賞受賞講演　14日（土），15（日）（一般講演セッション内で実施）
　男女共同参画セッション　14日（土）
　企業招待講演セッション・軽金属企業研究会　14日（土）
　機器・カタログ展示　　14日（土），15日（日）
　懇親会　14日（土）水戸市民会館 やぐら広場

大会参加費（ 消費税10%込，講演概要集のカラーデジタル版含む。 
冊子版（モノクロ）希望の場合は別途購入）

正会員 学生会員 非会員
第1期事前申込 10,000円 3,000円 15,000円
第2期事前申込 12,000円 4,000円 15,000円
（軽金属学会維持会員会社社員，協賛学協会個人会員の方は会員扱い）

懇親会費（ 消費税10%込）
正会員 学生会員 非会員

第1期事前申込 10,000円 3,000円 12,000円
第2期事前申込 12,000円 5,000円 12,000円
（軽金属学会維持会員会社社員，協賛学協会個人会員の方は会員扱い）
※お申込後の返金は承りません。

大会参加申込方法
軽金属学会ホームページ－「第151回大会」ページで受付けています。
※個人会員は会員マイページにログインしてから参加申込してく
ださい。

大会参加費支払方法
第  1期：申込と支払方法選択（クレジット決済も可）が完了すると，
受付No.，振込先等を明記した「第 151回秋期大会 参加申込受付
メール」が送信されるので，クレジット決済以外の方はその内容
に従って参加費の振込みをお願いします。個人会員の参加費の請
求書あるいは領収書（入金確認後，請求書から領収書に切り替わ
ります）は会員マイページから入手いただけます。参加費の支払
いは10月9日までにお願いします。

第  2期：参加費の支払いはクレジット決済のみ受付けます。第1期同
様，個人会員の参加費の領収書は会員マイページから入手いただ
けます。

第1期事前申込締切：2026年10月9日（金）
第2期事前申込締切：2026年11月6日（金）
・大会会期中の総合受付での参加申込受付は行いませんので，必ず，
事前申込をお願いします。
・大会プログラムは，軽金属学会ホームページならびに「軽金属」 

9月号に掲載します。
・大会参加者を対象に開催会場での託児室を設置します。利用料は
個別の消耗品等を除き原則無料です。詳細については後日ホーム
ページ等で案内します。

講演概要集ダウンロード
・個人会員の参加者は，会員マイページより大会1か月前からカラー
デジタル版概要集を無期限でダウンロード可能です。
・維持会員，協賛学協会個人会員，非会員の参加者にはID，パスワー
ドを発行し，概要集ダウンロードサイトからダウンロード可能と
しますが，ダウンロード期間は大会終了後2 週間までとなります。
※いずれも参加費の入金確認後でないと概要集はダウンロードでき
ません。
概要集冊子版（消費税込，送料別  ※冊子版はモノクロ印刷）

定価 会員価格
15,000円 10,000円

・概要集の冊子版をご希望の場合は軽金属学会ホームページの「刊
行物・資料」－「学術図書類」－「その他の出版物」から購入くださ
い。
・概要集電子版のUSBメモリの販売もしています。上記ホームペー
ジから購入ください。定価15,000円，会員価格10,000円。

第151回秋期大会　参加申込

会
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講 演 申 込 締 切　2026年7月10日（金）　23:59までにWeb申込
概要集原稿締切　2026年9月7日（月）　13:00事務局必着
概要集印刷発行日　2026年10月13日

発表資格： 発表者は軽金属学会個人会員に限ります。非会員の方は，
軽金属学会ホームページの新規入会申請から入会手続き
をお願いします。

講演内容： 講演は原則として未発表のもので論文としてまとまった
もの

講演形式： 口頭発表（一般セッション，テーマセッション），または
ポスター発表（ポスターセッション）

　　　　　 同一発表者による複数の口頭発表も可能です。但し，ポ
スター発表は1人1件に限ります。

概要原稿： 海外からの参加者にも発表内容が伝わるよう，英文 
ABSTRACT（100 words），図表および図表のキャプション
は英文表記。詳細は「概要原稿の書き方」を参照

発表方法：（1）口頭発表
　　　　　　①講演時間は，原則として，発表15分，討論5分
　　　　　　②プロジェクタのみ用意。PC は発表者が持参
　　　　　　③英語での発表も可
　　　　　（2）ポスター発表
　　　　　　①在席時間は1時間で，ポスターは終日展示
　　　　　　② 英語ポスター発表は英語発表ブースで行い，質疑応

答は英語を使用
申込方法：軽金属学会ホームページ：https://www.jilm.or.jp/から申込
※ 講演申込には会員マイページへのログインが必要です。講演発表
に伴い入会される方は，軽金属学会ホームページから入会申請し
てください。会員マイページの利用開始は，本年度分会費の入金
を確認，入会承認後となるため，余裕をもって入会申請するよう
お願いします。

（1） 会員マイページにログインした後，ホームページの「イベント」
－「講演大会」－「募集中の大会」をクリック（会員マイページに
ログインしないと講演申込ボタンが表示されない）。

（2） 「講演申込」画面の内容に従い，講演申込を行う。
（3） 講演形式を，口頭発表/ポスター発表（日本語）/ポスター発表（英

語）/口頭発表・日本語ポスターのどちらでもよい/テーマセッ
ション/特別奨学生セッションから選択する。口頭発表あるいは
口頭発表・日本語ポスターのどちらでもよいを選択した場合は，
続いて講演分類を選択する。テーマセッションはT1を選択する。

　　※ ポスターセッション充実の目的は，口頭発表によるパラレル
セッションを可能な限り解消するためであり，80 件程度のポ
スター発表を見込んでいます。ポスター発表実施要領をご覧
ください。多くのポスター発表申込を期待しています。

　　※ 大分類（対象材料）および5つの小分類（用途，現象，検出・
解析方法，目的，材料形状）からそれぞれ該当するものを選
択ください。従来と異なる切り口でのプログラム編成を考え
ています。

（4） 学生は申込時の学年（B4，M1，M2，D1，D2，D3，PD：博士研
究員 , B：高専，専攻科）表記とする。

（5） 続いて大会参加申込をする。講演申込から続けて大会参加申込
をすることで講演申込・参加申込の受付が完了するため，複数
発表の場合も講演申込ごとに大会参加申込をする。但し，参加
費の支払は1 件分でよい。

※ 講演申込と同時に参加申込をするので，講演申込は必ず発表者が
行ってください。大会参加費はクレジット決済，郵便振替または
銀行振込で10月9日（金）までにお支払いください。

（6） 申込が完了すると，受付No. を明記した「第151回秋期大会 講演
申込受付メール」，参加申込受付No.，振込先等を明記した「第

151回秋期大会 参加申込受付メール」が送信される。
※ 参加申込受付メールしか届かない場合は講演申込が受付られてい
ないので事務局までご連絡ください。

（7） 講演申込内容は申込締切日までは会員マイページの「大会 講演
履歴」ページで修正可能です。

【講演題目に関する確認事項】
講演申込時の講演題目・著者名がそのままプログラムになりますの
で，申込の際は間違いのないよう入力してください。
（1） 題目は，簡潔でしかも論文の内容を適切に表すようにする。原

則として研究中に用いられる材料名と形状を標題に含める
（2） 副題を付けない。また，「第〇報」のように連続報文としない。
（3） 「～に関する研究」，「～について」等の表現は用いない。
（4） 原則として略語，略称ならびに商品名は用いない。
（5） 英文題目は和文題目と内容を一致させる。文頭のみ大文字とし，

残りは小文字で記入する（各単語の頭文字を大文字としない）。
冠詞はできるだけ省略する。

（6） 学術・専門用語の表記方法に関する注意は「軽金属」執筆要領
（別紙2：表記方法に関する注意）を参照する。

　　https://www.jilm.or.jp/page-publication07

問合先：一般社団法人軽金属学会 事務局
　　　　〒104-0061 東京都中央区銀座4-2-15　塚本素山ビル
　　　　E-mail: jilm-shomu@jilm.or.jp　Tel: 03-3538-0232

ポスター発表実施要領
　軽金属学会講演大会のポスターセッションを充実させています。
＊ 優秀ポスター発表賞，優秀英語ポスター発表賞の受賞は各々1回を
限度とする。
※  1度優秀ポスター発表賞を受賞した方は，英語ポスター発表，ある
いは口頭発表の申込をお願いします。
＊ 講演大会の国際化の一環として，英語で質疑応答を行う，英語ポ
スター発表枠を設置
＊ 優秀ポスター発表賞および優秀英語ポスター発表賞受賞者を軽金
属学会会長名で表彰。懇親会の冒頭に表彰，副賞贈呈，表彰者を
学会誌「軽金属」および「軽金属学会ホームページ」に写真入り
で紹介
＊ 協賛団体である一般社団法人軽金属溶接協会により優秀な溶接・
接合関連のポスター発表を同時に審査，軽金属溶接協会会長名で
表彰
＊ 学界，業界を問わず，35 歳以下の正会員からのポスター発表も表
彰の対象

ポスター作成方法
（1 ）ポスターサイズは A0 版（幅 841 mm× 高さ 1189 mm）が標準。
ポスター掲示用に幅1100 mm×高さ2100 mm，もしくは幅1150 mm
×高さ1800 mmのパネル1 枚を予定。パネルの前に机は置けない。

（2 ）ポスターは軽金属学会ホームページ掲載の「ポスター作成マニュ
アル」に従って作成する。
　①表題には英文表題を並記
　②図表および図表のタイトルは英文表記
　③ポスター左上にポスター番号P○○を表記
　④英語ポスター発表はすべて英語表記
（3 ） 2部制で開催し在席時間は1時間。ポスターは当日の10:00から

12:00までに掲示を済ませ，翌日の12:00までに発表者自身で撤去
する。12:00以降残っているポスターは実行委員会が処分する。

第151回秋期大会講演募集 会
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テーマセッション講演募集
　テーマセッションは，世話人が講演順，座長等含め基調講演と一
般講演をプログラム編成し，充実した討論を通じて参加者相互の実
りある情報交換の場を提供します。

テーマセッション1
「6000系アルミニウム合金の相変態挙動と材料特性 II」

Phase transformation and materials properties of 6000 series aluminum 
alloys II

趣　旨：
　各種輸送機器の軽量化に寄与する6000 系Al-Mg-Si（-Cu）合金の相
変態挙動については古くから研究がなされているが，近年の著しい
解析技術ならびに計算手法の発達によって，いよいよその複雑な挙
動が明らかになりつつある。本テーマセッションでは，①二段時効
の負の効果など工業的にも問題となる本系合金特有の相変態挙動
や，②ナノクラスタまたは各種析出相の原子レベルでの構造ならび
にその形成挙動，③これら析出強化相と運動転位との相互作用の時
空間的な変化，④強度や延性，耐食性といった材料特性との関連性
などについて取り上げ，先進的な解析装置（HRTEM や HAADF, 
LAADF, ABF, XAFS, XANES, CDB, 陽電子消滅 , ミュオン，磁化率測
定など）と広範な計算科学（第一原理計算，分子動力学法，モンテ
カルロ法，フェーズフィールド法，状態図計算など）から得られた
知見を組み合わせながら，広く議論することを目的とする。

世話人： 廣澤渉一（横浜国立大学），宍戸久郎（神戸製鋼所），  
松田健二（富山大学），芹澤 愛（芝浦工業大学）

テーマセッション2
「水素の評価と力学特性」
Hydrogen characterization and mechanical properties

趣　旨：
　輸送機器・構造物の軽量化と高強度化ならびに長期信頼性の確保
において，水素と力学特性の相互作用の理解は不可欠である。本
テーマセッションでは，アルミニウム合金を中心として，水素の存
在状態（格子内原子状水素，トラップ水素，分子状水素）と関連す
るミクロ欠陥（ポア，ブリスター等）の生成・成長・消滅挙動，お
よびそれらが水素脆化や応力腐食割れ等の力学特性に及ぼす影響に
ついて，広く講演を募集する。さらに，水素および関連欠陥の除去・
制御による特性改善手法，先端分析や計算科学による評価，ならび
に産業上の課題やニーズに基づく応用研究も対象とする。アルミニ

ウム以外の材料系も含めた多様な視点，分野横断的連携，実験と計
算の融合を通じて，本分野の研究の深化と高度化を図る。

世話人： 清水一行（鳥取大学），藤原比呂（九州大学），  
堀川敬太郎（大阪大学），真中俊明（新居浜高等専門学校），
戸田裕之（九州大学）

テーマセッション3
「7000系アルミニウム合金の時効析出と諸特性（4）」

Age-hardening and various properties of 7000 series aluminum alloys （4）

趣　旨：
　7000系アルミニウム合金の時効析出過程については，未だ不明な
点が多く，二段時効や高温時効におけるGPゾーンの形成・復元挙
動，準安定相との関係についても十分には明らかになっていない。
近年の研究により，本合金系では焼入れ速度を遅くした場合におい
ても時効硬化を生じ，水冷材に近い強度が得られる現象がみとめら
れている。「7000系アルミニウム合金の時効析出と耐SCC性・微量元
素効果に関する研究部会（「7000系アルミニウム合金の時効硬化挙動
研究部会」の後継部会）」では，そのメカニズム解明に向け，種々の
測定・解析手法を用いて検討を行っている。また，7000 系アルミニ
ウム合金の耐SCC性に及ぼす熱処理条件の影響についても，メカニ
ズムを含めた議論が必要とされている。本テーマセッションでは，
研究部会において得られた研究成果を報告するとともに，時効析出
や耐SCC性などさまざまな議論を行う場として企画した。7000系ア
ルミニウム合金の諸特性に関する講演を広く募集する。

世話人： 成田麻未（名古屋工業大学），水野正隆（大阪大学），  
本間智之（長岡技術科学大学），安藤哲也（室蘭工業大学）， 
吉田英雄（超々ジュラルミン研究所）

東洋アルミ軽金属みらい財団
「特別奨学生」セッション

　公益財団法人東洋アルミ軽金属みらい財団（旧　軽金属奨学会）で
は，軽金属学術界の人材育成のため，軽金属に関する教育機関に在
学する有為の学生に対し，研究に専念する時間を与え，創造性に富
んだ研究者を育成することを目的に学費および研究費を交付してい
る。本セッションでは特別奨学生の研究成果を発表するとともに，
特別奨学生制度の紹介も行う。軽金属学会会員，とりわけ，博士課
程を目指す学生会員の聴講を期待する。

参加費の振込みについてお願い
事務局での入金確認のため，申込者ご本人以外，例えば，大学，企業等から参加費を銀行振込みされる場合は，必ず，①申込者名お
よび申込受付No.，②振込日，③振込金額，をE-mail: jilm-shomu@jilm.or.jp にご連絡ください。ご協力をお願いいたします。
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（iv）

軽金属学会第151回秋期大会は，2026年11月13日（金）～15日（日）に水戸市民会館（〒310-0026 茨城県水戸市泉町1丁目7
番1号）において開催されます。本大会では，会員の研究講演発表・ポスターセッション，3件のテーマセッション「6000系ア
ルミニウム合金の相変態挙動と材料特性 II」，「水素の評価と力学特性」，「7000系アルミニウム合金の時効析出と諸特性（4）」，
男女共同参画セッション，表彰式，市民フォーラム，小山田記念賞受賞講演，企業招待講演セッション，軽金属企業研究会，
機器・カタログ展示など多彩な行事を企画しており，大学や企業の会員はもとより，ユーザー企業の研究者，技術者など会員
以外の方々より広く 参加者を募集します。
本大会を有意義に開催し，是非とも成功させて実り多い大会とするために，大会の講演概要集への広告または，会場での機
器・カタログ展示を賜りたく，下記の通りご案内申し上げます。

 1.   募集内容
　　※展示いただいた企業には，大会（講演会・懇親会）に1 名ご招待し，大会当日，概要集（冊子版）を1 部贈呈します。
　　※広告掲載いただいた企業には概要集（冊子版）を1 部送付します。
　（1）大会概要集の広告掲載： A4判カラーデジタル版（大学・研究機関・企業の研究技術者が購入），従来のA4判モノクロ冊

子版も発行予定

第151回のみ 第151回/第152回連続

後付1頁 50,000円 75,000円
後付1/2頁 30,000円 45,000円

※ 広告データ（カラーデジタル版用およびモノクロ冊子版用，フィルムまたは版下可）は2026年9月4日（金）までに事
務局あてご送信ください。

　（2）機器展示・カタログ展示

第151回のみ 第151回/第152回連続 展示方法

機器展示 50,000円 75,000円 1.8 m×0.9 m/件程度，AC100 V の電源を使用可能
カタログ展示 30,000円 45,000円 1.8 m×0.9 m/社程度

※搬入等の詳細は10月中旬にご連絡します。

 2.   申込締切
　　　2026年8月末までに下記申込書を事務局あてご送信ください。※申込締切日以降のキャンセルは受け付けません。

 3.   広告掲載料，機器・カタログ展示料のお支払
　　　お申込みと同時に請求書をお送りしますので，2026年8月末までにお支払いをお願いします。

 4.   申込方法
　　　 軽金属学会ホームページ：https://www.jilm.or.jp/より申込書をダウンロードして必要事項をご記入いただき，下記あてご

送信ください。
　　　申込先E-mail: jilm-shomu@jilm.or.jp
　　　※送信の際は，件名を必ず「軽金属学会第151回秋期大会  広告掲載（または機器展示，カタログ展示）」としてください。

 5.   問 合 先
　　　一般社団法人軽金属学会　事務局（〒104-0061　東京都中央区銀座4-2-15　塚本素山ビル）
　　　E-mail: jilm-shomu@jilm.or.jp　Tel: 03-3538-0232

第151回秋期大会　講演概要集広告掲載，機器・カタログ展示　募集
 一般社団法人軽金属学会
 第151回秋期大会実行委員長
 茨城大学　教授　倉本　繁
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